
  

７月例会では、他者を思いやる心と自ら未来を切り拓く行動力と情熱をもった人財を育成することを

目的に開催しました。 

参加者の方々には、3日間かけて長い距離を歩いていただきましたが、道中では仲間と励ましあい助け合

いながら無事に大きな事故もなくゴールすることができました。 

また、参加者のアンケート結果からは、最後までやり遂げられた理由として、９割の子どもたちが「仲間

と励まし合えたから」「仲間の支えがあったから」と回答していて、多くの子どもたちが思いやりを持っ

て仲間と３日間を共にし、他者を思いやる心を育めたと考えられます。また、「つらいことを乗り越えた

から次は何でもできる」「何でも挑戦したい」等、つらい経験を得たことによって、多くの子どもたちが

自信を持つことができました。 

このようなことから、子どもたちには未来を切り拓く行動力や情熱を持たせることができたと考えます。

そして私たちも、子どもたちが多くの学びを育んでいくことが重要と感じたことから、人財を育成するこ

との大切さを学ぶことができました。 

今後も住んでいる市町や学区を越えた同年代の子どもたちとの交流や親元を離れての宿泊体験など、子

どもたちの健全な育成のために有益な機会を提供していく必要があると考えます。 
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■ 活動報告 

知多繊維会館をスタートし、常滑市・美浜町・

南知多町・美浜町・武豊町・半田市と２市 

４町合計５６キロを、３日間かけて、徒歩で巡

礼しました。 

■ 例会名：７月例会 

・担当：人財育成委員会 

・開催日：2017/7/25～7/27  

・開催場所：知多半島 

・委員長：新美 清 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月例会のお知らせ 
例会名 
「はんだ山車物語 ～魅力溢れるまちづくりへの新たな一歩～」 
内容 
１市５町の小学生を対象として参加者を募集し、住民・行政・各種団体と共に
協力し、「はんだ山車物語」をテーマに、オリジナルの山車を作成します。我々
と住民・行政・各種団体と共に、オリジナル「山車」を組立て、山車をみんな
で一緒に引っ張る楽しさを感じてもらいます。山車の装飾は子供たちの想いが
詰まったものとなり、提灯のデザインや組立ての仕方などを学ぶこともできま
す。そうすればお祭りをやっていなくて、今まで関心がなく他人事と思って関
わりを持たなかった子供たちも、お祭りのことを今以上に知れて、お祭りとい
うこの地域の伝統文化を魅了と感じることが出来ます。そうすれば、子供たち
もお祭りを新たな魅力と思い、住み暮らす各地域の組に関心を抱き始めます。 
開催日 
２０１７年９月１６日（土）（９：３０受付開始）１０：００～１５：３０ 
場所  
半田市立宮池小学校 
参加費  
無料 
お問合せ先  
０５６９―２１－７１０５ 

お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長：新美 清 副委員長：浜本 明伸 幹事：外村 洋平 

岩橋 誠一    小笠原 真里    加藤   基    鈴木 博文 

竹内 徳秀  竹内  泰樹     配川 純一    羽田 将之 
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